
水圧調査を、ダウンサイジングの検討に活用 

私たち横浜市水道局が 

将来計画検討のための水圧調査について 
ご紹介します 

「水道施設の評価」と 
適切な「施設規模での更新」に向けて 

ご紹介内容 ・・・  
 ○水圧調査の実施方法 
 ○ダウンサイジングの可否の簡易的な判定方法 

横浜市内601か所で水圧調査を実施しました 
 
【目的】 
①水圧の現状と、給水量の減少による影響の把握 
②低水圧・高水圧解消のための取組の効果検証 
③口径選定等の施設更新計画検討の際の基礎データ取得 

横浜市水道局では 

横浜市水道局キャラクター 
はまピョン 



 
 ○横浜市では2009年以降全市的な水圧調査を行っていなかった 
 ○施設更新計画策定時には管網解析による解析値により施設規模を決定していた 
    →実測値との比較を行い、解析値の精度を確認する必要があった 
 ○水圧調査を実施していない７年の間、給水量の減少による水圧変動が予測されていたため、 
  将来に向けダウンサイジングも含めた施設更新計画策定のために実態を把握する必要があった 

背景 

支援内容 

2008年までの測定箇所に約150か所を加えた
601か所で水圧を測定し、検証を行いました。 

【内  容】 
○横浜市における水圧調査の実施について 
 ・背景 
 ・調査概要、測定方法 
 ・調査結果 
 ・考察 
○水圧調査結果の活用方法 
 ・現状の流速と水圧から、ダウンサイジングの 
   可否を簡易的に判定する方法  
 
 【実施方法】 
 ・資料提供 
 ・講義形式による研修（２時間程度） 
 

水圧等高線図 

  まずは 
ご相談ください！ 

＜問い合わせ先＞  
 首都圏水道事業体支援プラットフォーム事務局 
 東京都水道局 多摩水道改革推進本部 調整部 経営改善課 国内貢献施策推進担当  
 ＴＥＬ 042-548-5361 ＦＡＸ 042-521-5141 
 メール ： tamasuidou@waterworks.metro.tokyo.jp 


